
 

 

 
 

 
 

  

 

体力を奪われる暑い日が続きますが、夏本番！学齢のお子さんを持つ保護者の皆様は夏休みも中盤で

す。忙しい毎日を想像できますが（笑）、熱中症に注意して長い夏を乗り切りましょう(^^♪  

 

 
 

大分県佐伯市の２つの小学校に、昨年からタブレット端末が１人１台配布され、個々の困難や特性に

合った学習方法を支援しようという実証研究が行われています。東京大学と、大分県、佐伯市、企業に

よる共同プロジェクトの一環で、２０１５年度までの 3 年間実施されるようです。児童がタブレットを

どのように使ったかというデータは分析され、今後、教育現場の実際の指導や支援に役立てられること

になっています。教科書を読むのが苦手な子は、文字の拡大・読み上げ等の機能が使えたり、黒板を写

すのが苦手な子は写真をとって保存したり。他にも学習への意欲が向上継続

ができるメリットがあるとのことです。 
学習について悩んでおられる子や保護者の相談も最近は増加しているこ

とから、今回のふらっと研修会は、「こどもと遊べる、学べる」教材の紹介

および体験をテーマに 7 月 9 日（水）に開催しました。参加者は 11 名でした。 

 

 第 1 部では、教材の紹介と体験を行いました。スタッフの説明の後、インター

ネット上で無料でできるサイトを実際に操作し体験してもらいました。それ以外

にもスタッフのこどもさんが実際に使っているベ○ッセのタブレットも用意し

ました。 

障害のある子どもの自立と社会参加を目的に、特別支援教育に関わる教職員や保護者、地域のボラン

ティアへの支援の一環として、様々な専門家の連携により教材開発と普及に取り組んでいる「特別支援

教育デザイン研究会」というところがまとめているサイトを利用しました。「生活シミュレーションで

育てる数の力」や「デジタル読み書き支援」など、いくつかのコンテンツがあり、こどもの苦手に合わ

せて選んで行えます。興味のある方は体験してみてください。（ http://www.e-kokoro.ne.jp/ss/1/  

ホームページを開き、一番下に７つのコンテンツがあります。） 

 やればいいという訳ではなく、その前後の声掛けや勉強ができる環境設定等も大切ですが、実際に効

果のあるものにするかどうかは使う側の工夫も必要だと思います。ぜひ活用してみてください。 

 

 他にも視覚シンボルをコミュニケーションツールとして利用するためのサイト「ドロップス」（ドロ

ップレットプロジェクト）の紹介もしました。下記画像のようなシンボルを組み合わせることで、コミ

ュニケーションボードや絵カードを任意で簡単に作成する事ができま

す。スケジュール、絵カード、学習用の素材、掲示物など、いろいろに

活用できる優れものです。無料でダウンロード利用できます。インター

ネット環境が無い方やダウンロードが分からない方などは、右図の書籍

を 購 入 す る 事 で 利 用 で き る よ う で す 。 詳 し く は サ イ ト

（ http://droplet.ddo.jp/drops/ ）をご覧ください。 
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６月２８日（土）の午後、浜岡ボウルにてボウリング大会を

開催しました。今回は６名の参加者があり、男子としては過去

最高の出席となりました。 

ボウリングをやる機会もあまりなく、みんなこどもの頃以来

で２～３回目という方がほとんどでした。特にチームは決めず

に個人戦とし、スコアを競いました。経験が少ない割にはなか

なかみなさん上手で、ストライクやスペアなど出す事ができて

いました。 

中には、どうしてもボールが曲がってしまいガタ―になって

しまうため、持ち方や投げ方を工夫する姿もみられました。２

ゲーム行いスタッフも含めて１００点オーバーこそ少なかっ

たですが、ストライクが出ればみんなでハイタッチを行うなど、

わきあいあいと時間を過ごすことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～相談件数（H2６年４月～Ｈ2６年７月）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
掛川市 菊川市 御前崎市 森町 それ以外 合計 

ケア会議 ３５ １０ ８ １ ３ ５７ 

電話 ３３２ １１３ １３５ ２４ ５８ ６６２ 

訪問 ６３ ４６ ６１ ３５ ２６ ２３１ 

来所 ２９ ４ １５ １ １ ５０ 

メール ５ ０ ０ ０ ０ ５ 

合計 ４６４ １７３ ２１９ ６１ ８８ １００５ 

 

ご相談ください！ 
在宅で生活する、知的に障がいのある方、発達障

がいの方、発達の気になる子どもさん、そのご家族の

ための支援を行います。暮らしのこと、福祉サービス

のこと、仕事のこと、学校のこと etc…お気軽にご相談

ください。３名のスタッフでお待ちしております！ 

＜相談窓口＞ ０５３７－３５－２９７１ 

 

 

「中東遠圏域自立支援協議会」発足。 
Ｈ２１年度から東遠地域では、自立支援協議会が立ち上がっており「障がいがあっても安心して

地域で暮らす」ために、８つの部会を年間通して開催してきています。ただ、議論をしても東遠地

区だけでは解決できない問題もたくさんあります。そんな課題解決のために、さらに広域で話し合

う場「中東遠圏域自立支援協議会（磐田、袋井、森、掛川、菊川、御前崎）」がＨ２６年１月に立

ち上がりました。各市の担当課長さんや有識者で構成される代表者会が開催され、今後専門部会の

設置のための議論が行われていく予定です。 

自立支援協議会は、まだまだ市民に対しての情報公開が不十分だと感じます。他県などはホーム

ページがあり、議事録を見られるところもあります。当事者や市民を巻き込んだものに発展してい

ければいいなと思います。 

情報ポケット１ 

 

【ふらっと青年部（女子）】開催予定。 
日時：平成２６年９月６日（土）１３：３０～１５：３０ 

内容： 「色育」（しょくいく）（仮） 

    色を使って様々な遊びや、コミュニケーションを行います。当日はボランティアで講師

の方に来ていただいて指導してもらいます。 

※ ふらっと青年部は、当センターへ相談のあった当事者の方の中で、出掛ける機会が少ない方

や友達が欲しいという方に声を掛け、男女それぞれ年 3 回のペースで開催する集いの場で

す。 

情報ポケット２ 


